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《博士論文要旨および審査報告》
髙
島裕之　有田古窯跡出土陶磁器の研究
―
一七世紀における有田･南川原山の陶磁器生産の解明
-　学位請求論文　-
Ⅰ
　論文要旨　　　　　　　　　
髙
島裕之
有田･南川原山地区は､佐賀県有田町の南西部に位置し､
有田皿山の外山地区に属する｡この地域は赤絵を創始した文書の残る酒井田柿右衛門家も窯焼の一人として関係した窯場であり'いわゆる　｢柿右衛門様式｣　の窯場として先行研究が進み､｢柿右衛門様式｣　の成立と展開の中でこの窯場は語られることが多かった｡
本論では有田･南川原山の陶磁器生産の解明を目的とし
て､次のように研究を進めた｡これまで特に一七世紀後半以降に操業する同地区の古窯跡の資料については､層位まで含めた出土位置や全体的な様相が明確に示されていない点もあった｡最初に各保管機関にお願いし､もう一度一つ一つの古窯跡出土陶磁器破片資料にあたり'出土位置まで
含めた考察を進め､その一部の成果を資料編としてまとめた ｡
一七世紀の南川原地区の陶磁器生産について年代をおっ
てまとめていくと次のようになる｡
有田では小清原を中心に一七世紀の早い時期に初期の窯
場が成立する｡その古窯跡の操業状況をみると'寛永一四
(一六三七)　年の窯場整理･統合以降と以前の窯場では現
状で連続性はみられない 泉山陶石場 中心とする窯業圏の移動に伴い内山地区が成立し､南川原地区には一時期窯場が無くなった可能性が高い｡そ て同時期の間にこ 地区は佐賀本藩領ではなく､蓮他藩領になっ 可能性が考えられる｡
一六四〇年代になると上南川原山地区に樋口窯跡四号窯
が開無し､一六五〇年代 は下南川原山地区 南川原窯ノ辻窯跡G窯'平床窯跡､柿右衛門窯跡B窯 操業を始 ､
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複数の窯場が併行して操業する｡三つの古窯跡では南川原窯ノ辻窯跡の開窯が早いと推測される｡
『承応三　(一六五三)年万御小物成方算用帳』　に記され
る　｢南川原山｣と　｢南川原皿屋｣　は'下南川原山地区では南川原窯ノ辻窯跡G窯'上南川原山地区では樋口窯跡四号窯の各々が該当する可能性が高い｡各々の窯場の成立当初の陶磁器をみると､前者は製品 中心 染付碗であるのに対し､後者は腰部まで鉄粕をかけた鉄粕陶器椀が多いという点で違いがみられ ｡この生産 違 は'製品を製作する陶工集団 異な と考えてよい 思う｡
製品の特徴から南川原窯ノ辻窯跡G窯は　｢有田皿屋｣　の
延長上の窯場であり'樋口窯跡四号 は　｢有田皿屋｣と異なり独自の製品を焼成する　｢ 皿屋｣　であっ と推定でき'文書の記載と矛盾しない｡
三つの窯場の併行する下南川原山地区では､一六五〇年
代後半から一六六〇年代前半の中で､酒井田柿右衛門家を中心とする陶工集団が'年木山　(現在の泉山)　から山へ移って- ｡その影響は南川原窯ノ辻窯跡 製品にも変化が生まれ､椀 らハリを用いる上質皿が中心となる｡上質の皿は 国景徳鎮宝器にも一般的にみられる放射状のカンナ削り痕を残す例もみ れる｡そして柿右衛門窯跡の製品と共通する土型の資料は､南川原窯ノ辻窯跡成立期製品の上に堆積する物原層から出土していて､両者には前
後関係があると考えられる｡
いっぼうで柿右衛門窯跡B窯は当初は椀の生産も確認で
きるが量が少なく､南川原窯ノ辻窯跡よりも､より上質の皿を中心に生産していた窯場である｡この点で同じ下南川原山地区の窯場でも､開無期の様相が南川原窯ノ辻窯跡とは異なってい ｡
南川原窯ノ辻窯跡'柿右衛門窯跡の併行期の物原層で製
品の変遷をみていくと､染付の線描きが細-なり､乳白色の白磁が生産されるようになり､胎土の白い青磁も確認できるようになる｡この描法の変化は一定 水準で同質に仕上げるため､技術が洗練し た結果と考えられ'線描も不安定な太線より細い線が選ばれた 考えられる｡そしてこの段階で鉄粕陶器が組成として加わり目立つようになり､上南川原山地区の製品と 共通性が確認できるようになる｡
いっほう上南川原山地区の樋口窯跡では､染付荒磯文椀､
芙蓉手皿双方 製品がまとまって確認 て､鉄粕陶器の生産も継続されているようである｡また､一号窯から二号窯へ窯が変遷してい-中で柿右衛門窯跡 共通する上質の製品も確認できる｡以後二つの窯場では共 する製品が各々 窯跡でみられるようになり､同じ製品を焼同じ窯場に変容していったと考えられ ｡また下南川原山'上南川原山地区の両方で鉄粕陶器椀を中心とした一定量の陶器生産がみられることは､特徴といえる｡
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以上のように有田の窯業の中でみると'南川原山の成立
は藩の政策に基づき国内向けに特化した高級磁器を焼成するか否かという点で'大川内山と異なっている｡大川内山は　｢地域的な分業化｣　の中で､｢献上｣･｢贈呈｣を意識した独自の　｢鍋島焼｣を完成していったが､南川原山､特に下南川原山地区の窯場は有田皿屋 (有田皿山)　の延長上の中で成立し､そ 後も継続してあ-まで有田皿屋　(有田皿山)　の延長上の高級磁器焼成の窯場 あったと考えられる｡南川原山は外山地区の窯場として成立するが'その実体は内山地区の窯場と切り離して 考えられない関係を持続していった｡
製品の種類の中で南川原山の中で生産された色絵は'い
わゆる｢柿右衛門様式｣　に必要不可欠な｢乳白色手｣　の完成へと向かっていったと考えられる｡しかし染付製品については'色絵生産に特化した目的の中で付随した製品生産の形をみることができるとし ｡
以上のように有田･南川原山の陶磁器生産を素描したが､
比較検討を行なった窯場同士の陶磁器自身の共通性がどこまでの関係を示すのか､ 道具まで含め 検討を行なう必要があり'今後の課題である｡一七世紀以降も含め'近世を通して南川原山の窯業がどのように変遷するのかをまとめ､時間軸の中での一七世紀 窯業の位置づけを測る必要もあろう｡さらに 地区は地理的には藩の境界域でも
あ-､他藩も含めた窯場との関係を探る必要があると考えられる｡さらに肥前全体の中での南川原山の陶磁器生産の位置づけを行なえるよう'今後研究を進めていきたいと考えている｡
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Ⅱ　審査報告
審査委員
(主査)　専修大学文学部教授　亀井　明徳
専修大学文学部教授　土生田純之金沢大学文学部教授　佐々木達夫
わが国における磁器生産は､一七世紀の初めに､現在の
佐賀県有田町において生産が開始され､今日まで継続して生産がおこなわれている｡近年､窯跡を中心とLt一部生産遺構を含む考古学的な発掘調査が実施され､従来の美術史的な視点からの見解が改められつつある｡そのなかにあって､初期伊万里 時期にあた 一七世紀中葉は､製品の質的な進歩が著し-､同 に海外輸出が開始され､生産量の大幅な増大が認められる｡
しかし'その実態を解明する資料は必ずしも豊富にある
わけではない｡本論文で取り上げた南川原山地区の窯跡-主として柿右衛門窯と窯ノ辻窯は'この時期の鍵を握 重要な遺跡として'学界では認識されていた 本論文提 者は､後者の窯跡発掘調査の遺物整理に直接関わり､その豊富な資料に基づいて､論をすすめ いる｡
南川原地区は､柿右衛門窯の存在で広-知られ､その出
土品は美術史的な観点から説明されてきたが'本論文では､この発掘を層位ごとに整理し､器種の組成･成形･絵付け技術･文様･窯道具などを考古学的に再構成している｡さらに､窯ノ辻窯跡については､従来未発表であったが､これについて膨大な磁器破片を整理し､層位別に､正確な図と写真を資料として提示した｡
こうした資料の研究成果をまとめて､一七世紀における
南川原地区の窯業を考古学的に描き出すこと 成功 ている｡すなわち'寛永一四　(一六三七)　年の窯場 ･統合によって'1:度廃窯となった南川原地区の窯場は､l六六〇年前後に'内山地 から柿右衛門家を中心とした陶工集団が移住Lt　下南川原地区では､登 が複数並立する形で稼働し'製品の主体が椀から上質な皿へと変化する｡そして､一六七 代において'染付磁器の施文は､ 書から､細書きに変わり､上質の皿を一定の水準で同質に仕上げるため､技術が洗練されたと考えられる｡
また､南川原山が高級品焼成の窯場として､独自 様式
を作りだしたのは色絵製品である｡有田の多く 窯 南川原窯との違いを求めるとすれば､色絵製品 つ- 高級技術体制にあ ､有田内山地区と歩みを共にしている｡こらの背景には'海外輸出磁器としての販路 広がりが想定できる｡
本論文では'有田南川原地区の窯業生産を､わが国にお
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ける磁器生産の曙期のなかで位置づけることに成功した｡同時に'当初から影響が強くあったと考えられている中国･景徳鎮窯の製品についても考究をすすめ､現地踏査をおこない､さらにスエーデン･ヨ-テポリ沈没船引揚げ磁器を実見することによって､いわゆる芙蓉手皿の編年と､有田磁器の関係を指摘している｡
この他に､有田窯業の民俗学的な聞き込み調査を行い､
遺跡を理解するために必要な基礎的な業績をあげている｡
このように､本論文は'従来不分明であった一七世紀有
田窯業の中心地であ 南川原地区の 業に焦点をしぼり､自己が中心になって調査し 膨大な考古学的資料を駆使して､有田窯業史の解明に大きな業績をあげた｡ 博士の学位を授与するにふさわしい論文と評価す ｡
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